
令和６年５月１３日 

 

行田市長         

＜提案者＞ 

  所在地 行田市宮本２－８                    

  団体名 忍の行田の「昔ばなし」語り部の会                    

  代表者氏名 平井ユリ枝                   

  電話番号 ０８０―１０９１―８５８２                   

 e－mail kotokuji@muc.biglobe.ne.jp                    

 

行田市市民活動やる気応援助成金事業提案書 

 

 行田市市民活動やる気応援助成金の交付を受けるための提案事業としての採択を受けたいので、下記

のとおり提案します。 

 

記 

 

１ 助成事業の種類（いずれか該当するほうに○） 

新たな取組応援事業 ・ スタート応援事業 

２ 事業の名称  行田に伝わる「昔ばなし」の映像化プロジェクト  

３ 総事業費   金 ４００，０００円 

４ 助成対象額  金 ３９５，０００円 

５ 添付書類 

⑴ 新たな取組応援事業計画書（様式第２号）又はスタート応援事業計画書（様式第３号） 

⑵ 事業詳細計画書（様式第４号） 

⑶ 収支予算書（様式第５号） 

⑷ 会員名簿（様式第６号） 

⑸ 団体の定款又はこれに準ずるもの 

⑹ 活動実績一覧（様式第７号） 

⑺ ＮＰＯ法人化に向けた取組実績が確認できる書類（スタート応援事業） 

⑻ その他助成金の審査において市長が必要と認める書類 

 

様式第１号（第４条関係） 
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新 た な 取 組 応 援 事 業 計 画 書 

事 業 名 
行田に伝わる「昔ばなし」の映像化プロジェクト 

助 成 分 野 □ “ひとの元気”    □ “地域の元気”    “まちの元気” 

実 施 期 間       令和6年６月１日 ～ 令和６年１２月３１日 

事業の目的（地域のニーズや課題等を明確にしたうえで具体的に記載してください） 

 

2022年2月、「忍の行田の昔ばなし」81話を刊行し、図書館をはじめ保育園、小学校、中学校、そして地

域公民館に寄贈しました。 

 

さて、事業目的の1点目は、新たな取り組みとして、語り部を映像化して後世に残すことで、出前公演

ができない地域にも広く貸し出しができるようにするためです。 

 

2点目は、子育ての親御さんがビデオを見てお話ができるよう、「忍の行田の昔ばなし」書籍の付属品と

なることを考えています。 

事業の概要（詳細については、事業詳細計画書（様式第４号）に記載してください） 

 

ビデオ収録するにあたって、雰囲気（昔ばなしを語る場所）は大変大事です。 

 

毎月行っている髙澤記念館を中心に会場において、新調した演題のめくり、あるいは胡床(椅子)を 

使って撮影を行います。 

事業実施により期待される効果（事業の成果、波及効果などを記載してください） 

 

＊行田ケーブルテレビに定期的に放送の中で紹介していただく。（広告宣伝効果） 

 

＊この地域に伝わっている行田の昔ばなしを広く市民に知っていただき、誇りをもっていただく。 

（郷土愛醸成） 

 

＊映像に残すことで後継者養成のツールとして活用する。（後継者育成） 

 

＊行田市をアピールするような場面でも映像を流すことができる。（観光ＰＲ） 
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事 業 詳 細 計 画 書  

 

個別事業名 事業の詳細・実施方法 実施期日 実施場所 

会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備品・消耗品注文 

 

映像収録 

 

 

 

放映 

 

 

 

広報 

事業についての打ち合わせ会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影をするための胡床・演題めくり注文 

 

第1回 映像収録(5話) 

第2回 映像収録(5話) 

第3回 映像収録(5話) 

 

行田ケーブルの番組で放映 

Youtubeに投稿 

 

 

市報ぎょうだ・各新聞社等マスコミへ対応 

 

チラシ(2000枚)の作成して「昔ばなし」の映

像の存在を周知する 

 

2月6日(火) 

3月5日(火) 

4月2日(火) 

4月30日(火) 

5月7日(火) 

5月9日(木) 

6月4日(火) 

7月2日(火) 

8月6日(火) 

 

7月初旬 

 

8月25日(日) 

9月29日(日) 

10月27日(日) 

 

12月中 

行田商工センター 

行田商工センター 

行田商工センター 

行田ケーブルTV 

行田商工センター 

行田ケーブルTV 

行田商工センター 

行田商工センター 

行田ケーブルTV 

 

 

 

髙澤記念館 

髙澤記念館 

髙澤記念館 
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収 支 予 算 書 

○収入の部                                                             単位：円 

科  目 予 算 額 積 算 の 根 拠 備  考 

自己資金 

助成金 

寄付 

100,000円 

100,000円 

200,000円 

 

市民活動やる気応援助成金 

協賛金 

 

合  計 400,000円   

 

 

○支出の部                                                             単位：円 

科  目 予 算 額 積 算 の 根 拠 助成対象額 

外注費 

備品 

消耗品 

広告宣伝費 

雑費 

110,000円 

198,000円 

77,000円 

10,000円 

5,000円 

行田ケーブルTV映像収録費 

胡床 19,800 × 10脚 

演目めくり 1000円 X 70枚 

チラシ作成費(2000枚) 

会議費等 

110,000円 

198,000円 

77,000円 

10,000円 

 

合  計 400,000円   395,000円 

※ 提案事業の総事業費の収支を記載してください。 

※ 支出の部〔助成対象額〕欄には、科目ごとの助成対象額を記載してください。 
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会員名簿 

（団体名：忍の行田の「昔ばなし」語り部の会） 

役職名、氏名（フリガナ）、住所は必須です。（住所は地番、方書まで記入してください。） 

Ｎｏ 役職等 氏
フリ

  名
ガナ

 住    所 摘  要 

１ 会長 平井
ひ ら い

ユリ
ゆ り

枝
え

 行田市宮本２－８  

２ 副会長 佐藤
さ と う

泰司
た い じ

 鴻巣市下忍３４９１－１２  

３ 副会長 大澤
おおさわ

勝
かつ

次
じ

 行田市南河原９２８－６  

４ 副会長 小久保
こ く ぼ

亮子
りょうこ

 行田市城西１－４－４０  

５ 事務局 土屋
つ ち や

博幸
ひろゆき

 行田市谷郷３－７－１５  

６ 事務局 土屋
つ ち や

真理子
ま り こ

 行田市谷郷３－７－１５  

７ 事務局 瀧田
た き た

法子
の り こ

 行田市谷郷２－９－９  

８ 会計 富田
と み た

祐子
ゆ う こ

 行田市佐間２－１０－２７  

９ 会計 鈴木
す ず き

幸江
ゆ き え

 行田市小針３４４１－２  

１０ 理事 奥山
おくやま

紘子
ひ ろ こ

 行田市棚田町１－２９－１３  

 

１１ 理事 山本
やまもと

憲作
けんさく

 行田市旭町１０－４３  

１２ 理事 関口
せきぐち

進
すすむ

 行田市渡柳１０１７  

１３ 理事 滝澤布沙
た き ざ わ ふ さ

 行田市長野３－５－４１  

１４ 理事 安岡
やすおか

三千子
み ち こ

 行田市桜町２－２７－４  

１５ 理事 中島
なかじま

健一
けんいち

 行田市荒木５１３１  
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１６ 理事 小暮
こ ぐ れ

明子
あ き こ

 行田市棚田町１－３６－３  

１７ 監査 古沢
ふるさわ

勇
ゆう

治
じ

 行田市向町１６－３８  

１８ 監査 相原
あいはら

香
か

保留
ほ る

 行田市向町１８－２３  

１９ 相談役 福島
ふくしま

伸
のぶ

悦
よし

 行田市須加４６４２－１  

     

 

以上 
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活 動 実 績 一 覧 

期 日 

（時間） 
内   容 場 所 備 考 

 

別紙参照 
  

※写真やチラシ等、活動内容が分かるものがあれば添付してください。 
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